












































































































































































































































































































































































































































































































































26 商 経 論 叢 第４８巻第３号（２０１３．３）
パターン１…売価相当額
①ポイント発行時点…会計処理行わない
現金 １００，０００／ 売上高 １００，０００ 当期売上 １０４，０００
売上原価 ７０，０００／ 商品 ７０，０００ 翌期売上 ５，０００
②ポイント使用時点…費用処理 計 １０９，０００
販売促進費 ４，０００／ 売上高 ４，０００
売上原価 ２，８００／ 商品 ２，８００
③期末…未使用残高について引当処理
ポイント引当金繰入額 ５，０００／ ポイント引当金 ５，０００
④翌期…使用時に引当金を充当
ポイント引当金 ５，０００／ 売上高 ５，０００





現金 １００，０００／ 売上高 １００，０００ 当期売上 １００，０００
売上原価 ７０，０００／ 商品 ７０，０００ 翌期売上 ０
②ポイント使用時点…費用処理 計 １００，０００
売上原価 ２，８００／ 商品 ２，８００←４，０００×７０％
③期末…未使用残高について引当処理
ポイント引当金繰入額 ３，５００／ ポイント引当金 ３，５００←５，０００円×７０％
④翌期…使用時に引当金を充当


































































































































































































現金 １００，０００／ 売上高 ９１，０００ 当期売上 ９４，６００
／ 繰延収益 ９，０００ 翌期売上 ４，５００
売上原価 ７０，０００／ 商品 ７０，０００ 計 ９９，１００
②ポイント使用時点
追加の前提として，公正価値を３，６００円とする。
繰延収益 ３，６００／ 売上高 ３，６００




繰延収益 ４，５００／ 売上高 ４，５００
売上原価 ３，５００／ 商品 ３，５００
によった場合
①ポイント発行時点
現金 １００，０００／ 売上高 ９１，７４３ 当期売上 ９５，４１３
／ 繰延収益 ８，２５７（注１） 翌期売上 ４，５８７
（注１）８，２５７＝１００，０００×｛９，０００÷（１００，０００＋９，０００）｝ 計 １００，０００
32 商 経 論 叢 第４８巻第３号（２０１３．３）
売上原価 ７０，０００／ 商品 ７０，０００
②ポイント使用時点
繰延収益 ３，６７０／ 売上高 ３，６７０（注２）




繰延収益 ４，５８７／ 売上高 ４，５８７（注３）












































































































































































































































































































①会員 Cが A社に対して，A社のポイントを B社のポイントに交換するよう依頼。
② A社は B社に対して，会員 Cに対する B社のポイントの発行を依頼。
③ A社は B社に対して，B社が発行したポイントの対価を支払。
④ B社は，A社からの依頼を受け，会員 Cに対して B社のポイントを発行。
⑤会員 Cは，B社ポイントを使用して B社の商品と交換。
（出所 金融庁，２００８，２頁）






























































































































































































































































































































































第５６期 自 平成２０年３月１日 至 平成２１年２月２８日
カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社
第２１期 自 平成１７年４月１日 至 平成１８年３月３１日
第２５期 自 平成２１年４月１日 至 平成２２年３月３１日
52 商 経 論 叢 第４８巻第３号（２０１３．３）
